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1宇 治群島の位置付 け

坊津や笠沙、そ して長 島や甑島にとって、宇治群島は多年に亘 り重要 な漁場

であった。坊津や枕崎か ら大正期 トカラ海域→ 昭和期遠洋漁業 ・太平洋海域へ

の進 出前、近海漁場 として極めて重要な位置付 けをしてい る。地域経済基盤 が

ま さに作 られた時期 になる。また長島や甑島では宝石珊瑚の採集 に来てお り、

その量 と質で、横綱(地 域内ランキング)を 競 うほ どであった。化粧廻 し状の幕

もそれ ら各地の博物館資料館には飾 られている。写真

l漁の発展(坊津歴中資料センター輝津館）、

坊 津 で は、鹿 児 島全 域 の地域

特 性や 個性 を見 直 した 「地元 学」

的 地 図 づ く りの パ ネ ル が あ っ

た。 そ こで は 、宇 治群 島 も天然

記 念 物 カ ラスバ ト ・ヤマ シ ョウ

ビンな どの飛来 地 ・ク ロイ ワツ

クツ クや マ メ ク ワガ タ等 の生 息

域 として意 識 され てい る。

なお坊 津 に は女 島遭 難者 慰 霊

碑 が あ った。 明治39年10月24

日33名 の遭難碑であるが、刻印されたカツオ漁以外にも宝石珊瑚で

有名な海域で もある。宇治　　 写真2宇 治群島 「地元学」的認識

群 島は、その中継地点でもある。

漁 場の連続性 は、甑 ・長 島か

ら南下す るルー トで も言 える。

事実調査時点で、夫婦船漁師が、

宇 治島小浦波止 に停泊 して、船

内で網作業 をしていた。昭和28

年鹿児 島大学調査を受 けての 宇

治群 島開発計画 に拘 った時代 を

振 り返ったホー ムペー ジにも、

甑島生活時代の記述が見られ る。

東 西 のみ な らず 、南 北 に もま さに連 続海 域 で あ る。坊 津 とほぼ 同距 離 の笠沙 も、

同町 内海域 で もあ り、 こだ わ りが強い。

野 間半 島展望 台 で、方 向を示す とともに 「自然 の宝 庫 」 「野鳥 の楽 園」 とす る記

述 となっ て い る。海 の 冒険館:笠 沙 恵 比寿 で は写真4「 ア ドベ ンチ ャー ・トリッ

プ ・ポ イ ン ト」 と して位 置 づ け てい る。 だが残 念 な が ら、 笠沙 町 ・資料 館 ・売
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店 で の宇治 ・草 垣群 島 関係 の

書籍 ・資料 は、教育 委員 会作

成 の 『笠 沙 町史 』以 外 は皆 無

で あ る。

島 と鯨 ・カ ジキ漁 の 「遊 び

ゾー ン」 に、意 外 な 「環 」 の

存 在 を提 起 してい る。 甑 島 と

の 問 の海 域(笠 沙 か らは 甑 島

は大 陸 の連 な りの よ うな広 域

性 を感 じ させ る)、 そ こは 内

海 面 の よ うな繋 が りで あ る。

そ こ と無 人 島鷹 島 、野 間半 島

か らも見 え る津 倉瀬 、宇 治 ・

草垣 と連 続 して、 さ らに黒 島

・硫 黄 島 ・竹 島が連 な る。 ま

さに、連 続 的 な 円環 状 「クル

ー ズ ゾー ン」 と しての 可能性

は 、 「ブル ー ツ ー リズ ム 」 に

関す る、本 土側 か らの展 望 を

示 唆 す る もの で もあ る。 黒 島

は枕 崎 ・坊 津 ・笠沙 いず れ か

らも よ く見 え る。宇 治群 島 も

ほ ぼその射 程距 離 にあ る。

写真3-4笠 沙町の宇治群島認識(野 間半島)

草垣群島利用認識 に興味深 い県の行政判断が05年9月 下 された。串木野市開

発業者の下ノ島2.7haで の岩石採取申請 を却下 した。①急峻で計画通 り採石は困

難。②表 土で海汚染。水産業利益 を損な う危惧。③搬 出も困難で採算性 ・継続

性 に支障。④ 「草垣群島全体の 自然環境や景観を損な う可能性」が理由。

無論上ノ島の鳥獣保護 区特別保護地区への配慮も うかがい知れ る。

国民的視座で守 るべき価値認識 が、無人島環境 に対 して も為 され る時代が、

訪れている。重い認識 として受け止 めたい。無人島の環境公益性は、広域水面

管理拠点、自然生命循環の起点 としても重いが、景観 として も認識 されている。

2宇 治(家 島)島

宇治島 ・向島の問の隼人の瀬戸 、並びに諸島近海は小 島が多いので、写真 の

通 り、東海上に停泊 した。灯台は95m南 日岳の所なので、意外に低い位置で瞬
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い てい た。 昆 虫類 の飛 来 はな い が、飛 魚 ・イ カ が集 ま りた もです くい取 れ るほ

どで あ った。近 海 の豊 か さが偲 ばれ る。 翌 早朝 ボー トで 小浦 波止 に上 陸。

写真6は 、高波にも対応す る 写真5南 星丸停泊位置

堤 防 上か ら、小 浦波 止

を 見 て い る。 長 島 の夫 婦 船

と後 に 到 着 した 写 真 の種 子

島船 と出会 っ た。10人 程 の

グル ープ で、毎 年来 て い る。

単 な る釣 り仲 間 以 上 の愛 好

家 で 、素潜 り用 具 もあ った。

漁 師 小屋 は 畳 を上 げ板 も激

し くい た ん で い た 。 窓 ガ ラ

ス は か な り残 って お り、 鳥

の 死骸 が 数 点 あ っ た。 発 電

装置 ・無線 関係 を取 り付 けた場所後も確認でき

た。船 を引き上 げる大型の歯

車や魚 を煮 る大鍋 も さび て

残 っていた。 ビン類 ・皿類

は他 の無人島 に比べ て著 し

く少 な く、生活痕は薄い。

水 量は谷沿い に多 い。飲料

水 取 り口 とタンクが残 って

いた。

南 日岳 ・灯台か ら片浦波

止側 を見 ると、比較 的広い

耕 作可能斜面が なだ らかに

広 がっていた。多 くの調査

写真6小 浦波止(奥 に老朽化 した小屋がある)

者 は、そ こか ら道 を求めて、探索 に入 った。著者 は、小浦波止か ら泳 いで片浦

波止 に廻 った。徒歩で も海岸 ・岩づたいに移動可能である。その手前一帯で海

洋生物調査が、6名 で実施 されていた。透明度 は高い。

片浦波止に入 り込む と、石垣で作 られた畑が、予想外 に各斜面 に展開 されて

いた。ただ し住居跡 ・居住空間は、殆 ど見 あた らない。漁業が主であるので、

季節限定の、かつ手間のかか らない作物 に限った栽培 だったかも知れ ない。兎

が一羽 目の上斜面 を走った。伏流水的流れが海岸 に達 していた。猛禽類 も上空

を飛んでいた。



42

3宇 治向島における漂着物の国籍調査

2004年 末 核最 終処 分場 誘致

構 想(ガ ラ ス 固化 ・金 属粘 土

緩 衝材 で地 下300m以 下 に超

長 期 埋 設)と そ の顛 末 で 、 向

島南 部 の堆積 岩盤 が適 地 か と

話 題 とな った。

「過 去 の火 山活 動 が うか がれ

れ る岩 」 「。 沖縄 トラ フの 北

東 部。沖合 に活 断層 が あ る。」

(南 日本 新 聞05/1/27)と す る

懸 念 が示 され てい る。

調 査員5名 は 、南星 丸 に、

写真7片 浦波止 と背後段々畑跡地(奥 が広い)

家 島成果物 を積み込み、続いて向島ビロウ湾に上陸。著者は、流藻採集物が中

国沿岸部か らと想定 され るとの ことなので、海岸部漂着物の国籍調査 を行った。

写真8向 島ビロウ湾調査地点(対 岸は家島)

なお ビ ロウは斜 面 か ら頂 上

部 にか か って繁 茂 して い る。

ま さに名 前 通 りの湾 で あ る。

海 岸 ゴ ミ類 は 、波 打 ち際 には

少 な く、2メ ー トル 程 の 高 さ

か ら奥 、 大岩 と大 岩 の溝2-3

メー トル の所 に も、発泡 スチ

ロール を は じめ とす る漁 具 関

連 等 の ポ リマー が 、挟 ま って

お り、力 を入 れ て も簡 単 には

取れ な い。荒 海 時集積 を暗 示

す る。海 岸 部集 積 ポイ ン トは 写真 の様 に普 通 で 、一 見 どこに で もあ る光 景 で あ

る。 ただ 、国産 品や 特 に生活 臭 のす る ものが極 端 に少 ない。

漁 具 ・漁 船 生活 用 品廃 棄 ・そ して 中国沿岸 か らの ものが 目立 って 多 い。発 泡

スチロー ル を除 く、ポ リマ ー 関係 で 国籍不 明5割 、 日本1割(ペ ッ トボ トル類)、

中国3.5割 、台 湾0.5割 、欧 州1件 で あ った。 台湾 と中国 は会 社 の地名 、使 用漢

字 略 字 、産 地 国表 示 、 イ ン ターネ ッ トア ドレス等 で か な りの確 認 が 可能 で あ っ

た。 中国 の どこか ら来 て い るの かが 、今 回特 に大 切 だ った の で、 それ らにつ い

て も、小型 レンズ と接写機 能 を重 ね て、可 能 な限 り撮 影 した。
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中国 か らの ものを列記 す る

と、[燐 酸20㍑ 容 器made in

China][ヒ マ ワ リ種 菓子 袋:浙

江**公 司=温 州 市梅嶼嘆工 業 区]

[ペ ッ トボ トル:中 国 名 牌 産

品][同:杭 州**公 司=3本][同

別 会 社][同:上 海 市][同:廈門

**公 司][缶 飲 料:廈 門**公 司]

[衛生 用 品液 体入 れ一略 字][ア

イ ス ク リー ム袋二同][菓 子 袋:

舟 山定海**公 司=舟 山市(上 海

近 郊)][同:別 会 社][同:北 京

市]

[小飲 料容 器:東 莞 市,略 字][中

飲 料 容器:浙 江**公 司=浙 江 金

華 市][台 所 用 品made in

China]等 。 「浙江 」 と印 字 さ

れ た網用 浮 きが10個 以 上 あ

った。 その 内 の一つ が 台州 塑

料厂(円 内海 ・海 草 マー ク)と

記 され てい た が、 その他 の も

の は全 て製 造元 不 明だ が、「浙

*江 」。*所 が碇 マ ー ク で あ っ

た。流 れ 藻 に巻 き付 い た浮 き

写真9海 岸部ゴミ集積ポイ ン ト

写真10中 国産品漂流物(抜 粋)

は発泡スチロール に紐 を頑丈に巻いた ものであった。安価な漁具そのものも、

藻類の中国本土沿岸起源 を傍証す るものだが、海岸漂着物 も傍証以上 のもので

ある。


